
平
成
27
年
５
月
18
日
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衛
省
政
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に
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練
概
要
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明

 平
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27
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～
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市
議
会
や
鹿
屋
市
基
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関
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絡
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議
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説
明
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開
催

平
成
27
年
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−

１
３
０
の
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平
成
27
年
９
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日
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市
議
会
が
米
軍
機
訓
練
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転
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議

平
成
27
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防
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要
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関
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を
提
出

平
成
27
年
10
月
30
日

　
市
が
訓
練
移
転
受
入
を
表
明

平
成
27
年
11
月
５
日

　
住
民
説
明
会
の
開
催

　
（
訓
練
移
転
受
入
の
説
明
）

平
成
28
年
２
月
２
日

　

�

九
州
防
衛
局
と「
空
中
給
油
機
Ｋ
Ｃ

−
１
３
０
の
鹿
屋
基
地
に
お

け
る
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
展

開
に
関
す
る
協
定
」を
締
結

空中給油機KC−130（米軍機）の
鹿屋航空基地における
訓練が開始されます

空中給油機KC−130

　空中給油機KC−130の鹿屋基地でのローテーション展開
に際し、市民の安全・安心を確保するため、国の責任の下、
下記事項を含む「空中給油機KC−130の鹿屋基地における
ローテーション展開に関する協定」を遵守することを強く
要請します。

記

１�　訓練内容については、「離着陸訓練」、「地上給油訓練」、
「荷下訓練」に限定すること。
　�　また、訓練日数の縮減及び訓練時間の短縮に努めること。
２�　騒音対策については、騒音状況の把握に努め、各種施
策を講ずること。
３　訓練の実施については、安全性を十分に確保すること。
　�　また、事件及び事故が発生した場合は適切に対処する
こと。
４　情報提供については、適宜行うこと。
５　地域振興策については、最大限の協力を行うこと。

９月９日（月）16：00 ～ 18：00
９月10日（火）10：00 ～ 12：00
９月17日（火）10：00 ～ 12：00
９月18日（水）20：00 ～ 21：00

９月の訓練日程

　８月26日、中西市長と宮島議長が原田防衛副
大臣に「空中給油機KC−130の鹿屋基地における
ローテーション展開に関する要請書」を手渡し、
訓練に際しては市民の安全・安心の確保が最優
先であることなどを要請しました。原田防衛副
大臣からは「鹿屋市の皆様が訓練の安全性、騒
音について懸念を持っていることは十分に承知
している。安全・安心を確保できるよう取り組
んでいく」との回答を受けました。

市から防衛省への要請内容

訓練の概要
離着陸訓練

地上給油訓練荷
に

下
おろし

訓練

滑　走　路停止
位置

日中及び夜間に、地上に駐機したKC−130
から、米軍のCH−53等のヘリコプターや
MV−22オスプレイに給油を行う訓練

 

KC−130後部ハッチを開けた状態のまま、
地上を走行しながら貨物用パレットを下ろ
す訓練

米
軍
訓
練
開
始
に
至
る

こ
れ
ま
で
の
主
な
流
れ

日中及び夜間に、海上自衛隊のＰ−３Ｃと同じ訓練ルートを飛行し、
「タッチ・アンド・ゴー」や滑走路上の特定の位置に停止する訓練

日中と夜間にそれぞれ月８回程度・１回当たり４時間程度

月２回程度・１回当たり６時間程度月２回程度・１回当たり４時間程度

KC−130は地上を走行
（時速15km程度）

②給油中

①給油に向
けて待機中

③給油後、
前方に移動

KCー130

九州防衛局の資料をもとに作成

KCー130

平
成
28
年
３
月
16
日

　
市
長
・
議
長
が
防
衛
大
臣
と
面
談

　
（
協
定
項
目
の
履
行
に
つ
い
て
）

平
成
30
年
５
月
18
日

　

�「
鹿
屋
航
空
基
地
周
辺
地
域
に
お
け
る

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
軍
隊
の
航
空
機
事
故

連
絡
協
議
会
」の
設
立

平
成
30
年
12
月
17
日

　
Ｍ
Ｖ

−

22
オ
ス
プ
レ
イ
の
展
示
飛
行

平
成
31
年
２
月
20
日

　
Ｋ
Ｃ

−

１
３
０
の
慣
熟
飛
行
開
始

令
和
元
年
７
月
31
日

　
Ｍ
Ｖ

−

22
オ
ス
プ
レ
イ
の
地
上
展
示

令
和
元
年
８
月
26
日

　
市
長
・
議
長
が
防
衛
副
大
臣
と
面
談

　
（
協
定
の
遵
守
等
の
要
請
）

令
和
元
年
８
月
30
日

　

�

市
議
会
や
鹿
屋
市
基
地
関
係
連
絡
協
議

会
へ
要
請
内
容
等
を
報
告

令
和
元
年
９
月
２
日
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衛
局
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市

長
・
議
長
に「
鹿
屋
基
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に
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け
る
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−

１
３
０
の
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
展
開
」の
開
始

に
つ
い
て
説
明

　９月2日、九州防衛局長から市長及び議長に対し、９月9
日から鹿屋航空基地周辺で空中給油機KC−130の訓練が開始
されることについて説明がありました。平成27年に訓練概
要が説明されて以降、市議会及び鹿屋市基地関係連絡協議会
への説明や住民説明会の開催、九州防衛局との協定の締結、
KC−130とMV−22オスプレイの展示飛行など、一連の取り組
みを実施し訓練開始に至ったことをお知らせします。

問市政策推進課　℡0994-31-1125

※�いずれの日も、米海兵隊岩国基地所属のKC−130
（１機）が離着陸訓練を実施
※天候等により中止又は時間帯等が変更になる場合有り�
※�10月以降の訓練については、九州防衛局から通
知があり次第、市ホームページ及び公式アプリ
「かのやライフ」等でお知らせします。

　米軍再編の日米ロードマップのもと、岩国飛行
場の運用増大による影響を緩和する観点から、空
中給油機KC−130の訓練を鹿屋とグアムで実施す
るもの

ローテーション展開とは

※タッチ・アンド・ゴーとは、航空機が着陸した後、そのまま離陸すること

3   KANOYA CITY PUBLIC RELATIONS  Vol.329 September  2019 　  2


